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とうろう流し

爆心地

平和記念公園

　私は式典に参加して、原爆が
世界に与えた影響の大きさを実
感しました。式典には国内外か
ら沢山の方が参列していて、原
爆は日本のことだけでなく世界
のこととして改めて捉えられる
良いきっかけとなりました。
　この経験を忘れず原爆や戦争
について更に学んでいきたいで
す。
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平和の大切さ 世界に与えた影響 ヒロシマの心
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～行って 見て 感じた 平和への願い～

　私は、平和記念式典に参加し
て、「ヒロシマの心」について
学ぶことができました。
　被爆者の方々は、私たちに
伝える事で平和を訴えていま
した。伝えてくださった事実を
次は私たちが伝え継ぐ事によっ
て、核兵器廃絶や平和を創るこ
とに自分の経験を生かしていき
たいです。

　平和記念式典に参加し、核兵
器の恐ろしさや、核兵器のない
世界の実現を願う気持ちを深め
ることができて良かったです。
また、戦争の悲惨さや平和の大
切さを理解することができまし
た。
　沢山の人の日常を奪った戦争
は、二度と繰り返してはいけな
いと改めて感じました。

　平和記念式典に参加し、原爆
の悲惨さと平和の尊さを改めて
感じました。犠牲者を悼み、悲
劇を繰り返さぬよう平和を守る
責任を強く感じました。
　学んだことを家族や友達に伝
え、相手を思いやる気持ちを大
切にしながら、平和な社会にす
るために自分にできることを考
えていきたいです。

　私は、平和記念式典に初めて
参加しました。実際にその場に
立ち、黙とうすると、胸が締め
つけられました。被爆者の方々
のことを思うと同時に、戦争の
悲惨さや平和の大切さを改めて
感じました。
　これからも平和の世界を創る
ために自分にできることを考え
ていきたいと思いました。

　今回の派遣で、原爆の悲惨
さを知りました。痛々しい資料
に何度も目を覆いたくなりまし
たが、私たちの使命は歴史から
目を背けず、平和を発信するこ
とだと思います。
　人の気持ちを尊重する思い
やりの気持ちを持って接するな
ど、小さな行動から大きな平和
へと繋げていきたいです。
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小さな行動から 平和を守る責任
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